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1. 序論 
 本研究の目的は、大道芸の演者による環
境認識について、とくに視覚情報に着目し
て、視線計測装置を用いた測定・分析をもと
に明らかにすることである。大道芸は路上
での環境の変化に応じてパフォーマンスを
臨機応変に変える特徴がある。本研究では
視線計測の分析を行った上で、参与観察や
聞き取りの結果と関連させながら考察する。 
 
2. 研究方法 
 大阪市を拠点とするちんどん屋、「ちんど
ん通信社」のメンバー4名を被験者とした。
ちんどん屋とは、派手な服装をして、鉦、太
鼓、管楽器などを用いて路上などで宣伝を
行う広告代理業である。本研究では視線計
測装置として「Tobii Pro Grass 3」を用いて、
宣伝時の視線の動きを 
記録した。被験者は年 
齢と経験をもとに 4 名 
を選んだ。計測時のコ 
ースを全員同じにして、 
開始時間を午前 10 時 
で統一した。 
 
3. 結果 
 視線計測を通じて、演者たちは路上での
視覚情報について、間近の観客だけではな
く、住居の上層階や遠くのマンションなど
も見ていることがわかった。演者たちは屋
内やマンションの上層階などの住民が見て

いることを想像しながら演技しており、現
場でも、音を聞いた住民が屋外やベランダ
に出てくる光景が見受けられた。その上で
演者たちは対象を凝視しないことで観客に
負担をかけないことを心がけており、それ
によって視野を広く保つことができている
ことがわかった（相原 2022）。 
また、人混みによって視線の使い方に差

が生じる可能性が示唆された。人混みの少
ない場所では視線を動かして様々な情報の
獲得を試みる一方、人混みの多い場所では
あまり目線を動かしていなかった。聞き取
りでは、混雑時に視線の使い方を変える理
由として、観客の側から来てくれる人のみ
を宣伝の対象とできることを挙げた。 
なお、年齢と経験をもとに被験者を選ん

だが、結果に大きな差が見られなかった。 
 
4. 考察 
本研究を通じて、演者による環境認識の

方法を明らかにできた。世代間の差が見出
されなかった点については、座長の林幸治
郎氏による明示的な指導により、若手にも
環境への想像力や視線の使い方が共有され
ていることが理由であると考えられる。 
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